
 

 3月 4日の卒業式まで 3週間となりました。このタイミング

で、ぜひ皆さんに改めて思い出してほしいことがあります。「な

ぜ？荒川工業に入学したのか」 

 多くの人が電気系の学びで自分を成長させたいと願い荒川工

業に入学してきたのだと思います。しかし、中には勉強が苦手

で、近所で行ける学校を探した結果、荒川工業を紹介された人

もいるのではないでしょうか。 

 理由はどうであれ、荒工は「進路指導重点主義」を掲げ、皆さんを社会に出す

準備をする学校です。ですので、その学びにはルールがあります。そして、その

ルールは皆さんの「学びたい」との熱意に基づいています。 

 そもそも、高校はいかなければならないものなのでしょうか。私は、高校はい

くべきものという「常識」は間違っていると思います。高校は、「成長したい」「チ

ャレンジしたい」などの気持ちがなければ、その場所に価値はないと思います。

だからこそ、何度立ち止まっても、動き始めることを大切にしているのです。 

 今回皆さんに、次の三つを約束してほしく思います。 

 

① 始業チャイムから終業チャイムまでは、携帯電話で

ゲームをしない。 

② 授業中は飲み物など、授業に関係ないものは机の上

に置かない。 

③ 教室の両脇（窓側、廊下側）にスペースを空ける。 

  

 先生方は、皆さんが社会に出て、社会の一員として、協働できるように試行錯

誤を繰り返しています。「あきらめない」先生方にこたえてくださいね。 

 

 

 【全日】日曜日に地域の方々と一緒にサッカー部が練習をしました。3年生が

抜け、人数が少なくなった部活は寂しい状況ですが、卒業生も応援に駆け付け、

30 名近い人数で練習開始。地域の方の中には、遠い昔、高校生時代インターハ

イに出た経験をもつ人も・・。最高年齢は 57歳。動きは高校生の方がキレもあ

り、スピード感あふれていましたね。それでも、地域の方も光る技がありました。

気持ちよく汗をかいた後、地域の方の感想「荒工の生徒たち

は気持ちの良い子たちですね」「こんなに綺麗なサッカーがで

きるなんて、驚いた」などなど、うれしい反応でした。私は、

「そうなのです。荒工生は、びっくりするくらい気持ちの良

い生徒たちなのです。」っと自慢げに反応しました。 
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令和５年２月 13 日 
校長 西牧 豊実 

授業を受けるルール 

「未来を創る！彩る！荒川工業」 

 


